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商品裏面表示 強調・特色表現 作り方や自社標準の表現

商品開発の設計段階におけるさまざまな課題
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遺伝子組み換え？
原産地表示？

３省庁管轄の法律に基づき、日々、法改正が行われ、食品製造事業者
は、改定に追われている

• 食品衛生法（厚生労働省）-販売の基準の策定
• 食品表示法（消費者庁）- 製造業者が守るべき表示基準の策定
• 健康増進法（厚生労働省）- 栄養表示基準の策定

かけられる人数も時間もない中で、
参考資料となる情報を

できるだけ効率よく集めたい！

裏面表示や表現において、法改正等、以下のような様々な点に気を配る必要がある

固有記号？
機能性表示？

アレルギー表示

「低糖質」と謳って良い？
比較対象？

機能性表示？

「ロカボ」？
「低糖質」の基準

消費者に誤解を与えないか？
機能性表示食品の表示？

法律で決まってない表現は
どのように？

甘口、中辛、辛口等個人の
感覚の表現方法



上記以外にも、過去のパッケージ情報、リニューアル後のパッケージとの比較、

表現からの逆引き、などなど様々な角度から検索・利用が可能です
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意外にかかっているコストを大幅削減できるのが

ベンチマーク調査時：これだけ時間とコストがかかっている

※1回1時間・月に3回・10人が購入した場合

買いに行く時間 約72万円/年

商品購入費用 約36万円/年

※500円の製品・全社で40品購入・更に20品目

を重複購入場合

管理する手間 約24万円/年

※1回1時間・月に1回・管理に10人要した場合

小売店に行った

が取扱いがない

限定・品薄で買

えない

ネットサーチ情

報をまとめる手

間

立替費用負

担

購入費用の

精算
重複購入

購入商品の

撮影・DB格納

保管場所確保・

購入品整理

購入品の期限

切れ

合計132万円/年

シェアシマ製品情報サーチ：デスクトップリサーチで大幅コスト削減

原材料名

栄養成分

強調・特色表現

作り方・味等の表現

アレルギー表示

半分以下！！削減効果70万円/年 以上
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の部署別よくある使用例
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 自社カテゴリー以外の製品を新たに開発時、具体的なベンチマーク商品と
原材料を調査

 特定原材料を使用した商品を調査したい時

 自社原料を使用した際のターゲット先の選定

 業界特有の特殊原料の注意書き表記や、
新法対応の新しい表現の調査

 新商品企画の際のコンセプト調査（キーワード検索）
 トレンドワードからの検索（無添加、グルテンフリー、低糖質等）
 競合調査

商品開発課

営業

品質保証

商品企画
（マーケ）

これを「ベンチマークに
して」、とすぐに開発に投げられる

表面の強調表示
をいつでもどこでも
確認できる

オンライン会議でも
シェアしやすい
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 自社カテゴリ以外も含めた、新製品開発のスピードアップ！
 各部署で連携が取りやすくなる！

で部署が同じ情報を活用・共有することで業務が効率化
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商品企画（マーケ）

商品開発課

品質保証

 新商品企画の際のコンセプト調査
 トレンドワードからの検索
 競合調査

 自社カテゴリー以外の製品を新たに
開発時、具体的なベンチマーク商品
と原材料を調査

 特定原材料を使用した商品を調査

 業界特有の特殊原料の注意書き
表記や、新法対応の新しい表現の
調査
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委託製造・外部工場との折衝なら が解決！

⇨食品開発10年以上のプロが仲介！委託製造、新商品開発ならお任せください！
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お申し込み
＆サービスご提供開始

ご要望に適した
プランをご提示

お問い合わせからの流れ

資料ダウンロード

c

オンラインにて
ご要望をヒアリング

c

大手からベンチャーまで実績あり！幅広いご依頼主から支持される3つのポイント

経験豊富なプロが担当

食品の商品開発に10年以上携わったプロが仲

介。食品開発の課題を理解したコミュニケーション

により、最適なマッチングをご提供。新規のお取引

における気苦労やミスマッチも軽減します。

アイデアも商品化

食品の商品企画・開発の参謀として、なんでもご

相談ください。新商品・PB品企画、レシピおこしか

ら試作、原料探しなど幅広く対応しております。

3,500名から厳選

シェアシマのプラットフォーム上の3,500名以上の

OEM受託企業の中から、条件に合った企業を厳

選しており、会社情報だけでなくご担当者までご

紹介。もちろんご紹介後のアフターフォローも充実。

の特徴経験豊富な業界のプロがコンシェルジュ！
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AGRIST株式会社

AI農業プラットフォーム
「AGRIST AI Cloud」で実現する

サステナブルな社会
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会社概要

企業名:AGRIST株式会社（アグリスト）
共同代表取締役 兼 最高経営責任者:齋藤 潤一
共同代表取締役 兼 最高技術責任者:秦 裕貴
設立:2019年10月24日 資本金:1億円

メンバー構成:35名
・取締役:4名 ・監査役:1名
・ロボット開発エンジニア:10名
・農場生産:16名
・広報、セールス:1名
・バックオフィス:3名

設立経緯
ピーマンの一大生産地の宮崎県。ピーマン農家の「ロボットが必要」の
声から生まれた課題解決型のスタートアップです。
2017年から地元農家らと「儲かる農業研究会」を開催。農家の高齢化に伴い
収穫の担い手不足が深刻化。農業課題の解決と収穫ロボット開発の要望を受け
AGRIST株式会社を設立。
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AGRISTのこれまでの歩み

これまで農業現場の経営効率改善を目的とし、地域密着型で自ら農業生産も行いながら、ピーマンとキュウリの
自動収穫ロボットを開発してきた

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

宮崎県新富町の農家らと勉
強会を開催し、現場の農家
らからロボットの必要性を
確認

ピーマンの自動収穫機（試
作機）を開発し、地域金融
機関やベンチャーキャピタ
ル等から資金調達を実施

マクニカ社、宮崎県とピーマ
ン収穫ロボットによる持続可
能な農業の実現に向けた次世
代農業事業における連携協定
を締結

自動収穫ロボットを活用し
た「儲かる農業モデル」を
確立するため、自ら営農を
開始

Sustgram Farmでのデー
タ収集および、分析手法
の検討を開始。
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自動収穫ロボットならびに自社農場の紹介

自動収穫ロボット 自社農場

ピーマンAI自動収穫ロボット
・2022年 ロボット大賞受賞
・2023年 宮崎県、マクニカ社と3社で連携協定を
締結し、ロボットの社会実装に向けた取り組みを開始。
・特許取得済み

きゅうりAI自動収穫ロボット
・2023年9月 国内の生産者に導入済み。
※1台あたり月15万円でレンタル販売
・特許出願予定

2023年7月～2022年7月～開始
時期

鹿児島県東串良町宮崎県新富町宮崎県新富町場所

東串良農場
（0.3ha）新富農場

（0.25ha）

JAこゆトレーニング
センター

（0.35ha）
名称

農場
外観

AGRIST FARMのフ
ラッグシップ農場。
Sustagram Farmの
パイロット農場の位
置づけ
・次世代農業を実践

離農者のハウスを譲り
受け、リノベーション
して営農。
・新規就農者の育成ハ
ウス

研究開発用実証圃場
・ロボットの性能評
価
・新規作物の栽培実
験

目的

・30a:ピーマン
（養液固形培地耕）

・25a:ピーマン
（養液土耕）

・20a:ピーマン
（養液固形培地耕）
・15a:フルーツパ
プリカ
（養液固形培地耕）

栽培
作物
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AI農業プラットフォーム:AGRIST Cloudの構築

需要予測と連動した最適出荷を行い、ドライバー不足や食品ロスの削減、更に脱炭素に貢献する。

AGRIST Cloud
収量
予測

需要
予測

AGRIST AI

小売店

市 場

生産者

最適
出荷

物流会社

物量
予測

生 産 仕入れ・消費

流 通

売れ残り削減
→食品ロスの削減
CO2排出量削減

最適な配車計画
→ドライバー不足問題解消

CO2排出量削減

最適な出荷計画
→収益の最大化
CO2排出量削減
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「できるか？できないか？」ではなく、

「やるか！やらないか！」で世界を変える

お問い合わせ先 ： 取締役COO兼CFO 山口孝司

携帯 050-5601-2883

Mail takashi.yamaguchi@agrist.co



The information contained in these documents is confidential, privileged and only 
for the information of the intended recipient and may not be used, published 

or redistributed without the prior written consent of FARMSHIP, Inc.

マイナスカーボンの夢を実現する
フォト・バイオ・プラント

取 締 役 宇 佐 美 由 久

環境に優しい植物工場で
野菜やバイオ産品を生産し
温室効果ガスも吸収する
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伸びる植物工場市場で、ファームシップは世界最大

植物工場市場
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ＡＩを使った光合成エンジニアリングの最高効率化

ＡＩ
最適化

ＡＩによる光合成条件最適化で、２倍のレタス生⾧速度を実証

照明強度

生⾧
速度

従来法

ＡＩによる栽培最適化システム
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ファームシップのフォト・バイオ・プラント

沼津の大規模植物工場
3.5トン／日

https://www.nedo.go.jp/content/100957720.pdf

現在
野菜棚

水循環
１００ｔ
以上

将来
フォト
バイオ
リアクタ
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農業の大きな課題：GHG削減と限られた土地

https://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg3_overview_presentation.pdf

輸送

農業

電気と熱生産
25.0％その他

エネルギ
9.6％

工業
21.0％

輸送
14.0％

建設
6.4％

49億
CO2トン

（2010）

農業と
土地利用

https://scienceportal.jst.go.jp/newsflash/20230324_n01/

世界の温室効果ガス（GHG）は
農業と土地利用が１／４

人口増加で食料生産は増えるが
土地面積は増えない
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マイナスカーボン：農地利用の植物工場

野菜畑

９５％
FREE

従来の農地面積のたった5％でゼロエミッションの野菜生産が可能。
空いた土地で発電すればマイナスカーボンが実現できる。
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